
『障
しょう

害
がい

者
しゃ

にとって、コロナはどんなカゼ？？？』 

 

２月
がつ

末
まつ

から、ヘルパーとの話
わ

題
だい

はもっぱら、コロナウィルスに関
かん

して。訪
ほう

問
もん

する

ヘルパーは、マスクしてアルコール 消
しょう

毒
どく

して介
かい

助
じょ

が始
はじ

まる。特
とく

に夜
よる

は、｢今
きょ

日
う

も来
き

ま

した密
みっ

集
しゅう

・密
みっ

接
せつ

・密
みっ

閉
ぺい

の時
じ

間
かん

です」と笑
わら

いながら 入
にゅう

浴
よく

の時
じ

間
かん

が始
はじ

まる。でも、「も

しかしたら・・・」という危
き

機
き

感
かん

がある。障
しょう

害
がい

者
しゃ

もヘルパーも覚
かく

悟
ご

しての介
かい

助
じょ

現
げん

場
ば

で

あり、生
せい

活
かつ

が続
つづ

いている。 

自
じ

宅
たく

から事
じ

業
ぎょう

所
しょ

まで電
でん

動
どう

車
くるま

椅
い

子
す

で約
やく

１５分
ふん

。その 間
あいだ

にある自
じ

販
はん

機
き

の前
まえ

で「すみ

ません、缶
かん

コーヒーを買
か

って下
くだ

さい」と通
とお

りすがりの人
ひと

に頼
たの

むのが 習
しゅう

慣
かん

となってい

た。顔
かお

馴
な

染
じ

みになれば軽
かる

い世
せ

間
けん

話
ばなし

が出
で

来
き

たが…いつも通
とお

るはずの人
ひと

が通
とお

らなくなっ

た。 

４月
がつ

半
なか

ばからは 障
しょう

害
がい

者
しゃ

の日
にっ

中
ちゅう

活
かつ

動
どう

が閉
へい

所
しょ

・自
じ

粛
しゅく

になり、障
しょう

害
がい

者
しゃ

は自
じ

宅
たく

待
たい

機
き

にな

った。歩
ある

く 障
しょう

害
がい

者
しゃ

も、 車
くるま

いすの 障
しょう

害
がい

者
しゃ

も見
み

かけなくなった気
き

がする。ピア・エン

ジンでは、地
ち

域
いき

に対
たい

して啓
けい

発
はつ

することを大
たい

切
せつ

にして活
かつ

動
どう

を進
すす

めていこうとしていた

が、 全
まった

く出
で

来
き

ていない 状
じょう

態
たい

だ。 

障
しょう

害
がい

の種
しゅ

別
べつ

によって、影
えい

響
きょう

が様
さま

々
ざま

な 所
ところ

で出
で

てきている。知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

者
しゃ

は人
ひと

によっ

ては、日
にっ

中
ちゅう

活
かつ

動
どう

が休
やす

みになることで生
せい

活
かつ

リズムが崩
くず

れ、気
き

持
も

ちがしんどくなる。視
し

覚
かく

障
しょう

害
がい

者
しゃ

は、外
がい

出
しゅつ

規
き

制
せい

などで人
ひと

に手
て

引
び

きを頼
たの

めなくなった。聴
ちょう

覚
かく

障
しょう

害
がい

者
しゃ

は、マス

ク 着
ちゃく

用
よう

で口
くち

の動
うご

きが分
わ

からずコミュニケーションが取
と

りにくくなった。 

休
きゅう

校
こう

が続
つづ

いている学
がっ

校
こう

では、オンライン授
じゅ

業
ぎょう

を進
すす

めようとしている。言
こと

葉
ば

以
い

外
がい

に

よる手
しゅ

段
だん

でコミュニケーションをとる 障
しょう

害
がい

(児
じ

)者
しゃ

はますます取
と

り残
のこ

されていくんじ

ゃないかと思
おも

う。 

この秋
あき

には第
だい

２波
は

、第
だい

３波
は

が来
く

る恐
おそ

れの中
なか

で、新
あたら

しい社
しゃ

会
かい

スタイルが求
もと

められる

が、分
ぶん

断
だん

される社
しゃ

会
かい

ではないことを望
のぞ

みたい。 

 障
しょう

害
がい

者
しゃ

は、利
り

用
よう

する事
じ

業
ぎょう

所
しょ

の人
ひと

たちとの関
かん

係
けい

だけではなく、多
おお

くの人
ひと

との関
かか

わり

によって豊
ゆた

かな生
せい

活
かつ

ができる。 

街
まち

を歩
ある

いていると、「３密
みつ

」を避
さ

けるために、 扉
とびら

や窓
まど

を開
あ

けている店
みせ

が多
おお

くなっ

ていることに気
き

がつく。これはコロナ予
よ

防
ぼう

のための換
かん

気
き

だが…。こんなことが 障
しょう

害
がい

者
しゃ

－健
けん

常
じょう

者
しゃ

にとって風
かぜ

通
とお

しが良
よ

くなるきっかけになることを期
き

待
たい

する 私
わたし

です。 

（文
ぶん

責
せき

：下
しも

村
むら

） 

 



障
しょう

がい者
しゃ

施
し

設
せつ

と地
ち

域
いき

生
せい

活
かつ

している当
とう

事
じ

者
しゃ

仲
なか

間
ま

 

“励
はげ

まし合
あ

いながら乗
の

り越
こ

えよう！” 

 2020年
ねん

1月
がつ

頃
ごろ

から世
せ

界
かい

中
じゅう

に猛
もう

威
い

を振
ふ

るい始
はじ

めた新
しん

型
がた

コロナウイルス。 

6月
がつ

までに日
に

本
ほん

の感
かん

染
せん

症
しょう

数
すう

が 17０００人
にん

以
い

上
じょう

にもなり、死
し

亡
ぼう

者
しゃ

は 920人
にん

以
い

上
じょう

の方
かた

々
がた

が犠
ぎ

牲
せい

になりました。政
せい

府
ふ

も感
かん

染
せん

拡
かく

大
だい

防
ぼう

止
し

に乗
の

り出
だ

し、4月
がつ

77日
にち

に緊
きん

急
きゅう

事
じ

態
たい

宣
せん

言
げん

を発
はつ

令
れい

し、

不
ふ

要
よう

不
ふ

急
きゅう

の外
がい

出
しゅつ

規
き

制
せい

を呼
よ

びかけ、また小
こ

売
うり

店
てん

舗
ぽ

、飲
いん

食
しょく

店
てん

舗
ぽ

、遊
ゆう

戯
ぎ

施
し

設
せつ

等
とう

の休
きゅう

業
ぎょう

要
よう

請
せい

を行
おこな

いました。今
いま

まで経
けい

験
けん

したこともない状
じょう

況
きょう

が全
ぜん

世
せ

界
かい

に起
お

こっています。現
げん

在
ざい

、外
がい

出
しゅつ

自
じ

粛
しゅく

によってストレスが溜
た

まり D
でぃー

V
ぶい

や誹
ひ

謗
ぼう

中
ちゅう

傷
しょう

するS
えす

N
えぬ

S
えす

への書
か

き込
こ

み、「自
じ

粛
しゅく

ポリス」による「店
みせ

を閉
し

めろ」などの落
らく

書
が

きなどの差
さ

別
べつ

的
てき

言
げん

動
どう

なども発
はっ

生
せい

しています。 

 

地
ち

域
いき

で生
せい

活
かつ

している当
とう

事
じ

者
しゃ

仲
なか

間
ま

も外
がい

出
しゅつ

自
じ

粛
しゅく

や３密
みつ

｢密
みっ

集
しゅう

｣｢密
みっ

閉
ぺい

｣｢密
みっ

着
ちゃく

｣を避
さ

けるため

に日
にっ

中
ちゅう

活
かつ

動
どう

の場
ば

が閉
へい

所
しょ

されたため、自
じ

宅
たく

待
たい

機
き

を余
よ

儀
ぎ

なくされています。この危
き

機
き

的
てき

な状
じょう

況
きょう

において、こうした対
たい

策
さく

は、自
じ

己
こ

や他
た

者
しゃ

を守
まも

る意
い

味
み

でも大
たい

切
せつ

なことかもしれません。

しかし地
ち

域
いき

での生
せい

活
かつ

は、当
とう

事
じ

者
しゃ

仲
なか

間
ま

と一
いっ

緒
しょ

に買
か

い物
もの

をしたり、カラオケに行
い

ったり、おい

しいものを食
た

べに行
い

ったり、外
がい

出
しゅつ

による街
まち

の人
ひと

達
たち

とふれあうことが醍
だい

醐
ご

味
み

なのです。今
いま

それが新
しん

型
がた

コロナウイルスによる自
じ

粛
しゅく

制
せい

限
げん

で奪
うば

われているのは、残
ざん

念
ねん

なことです。 

 

マスクの装
そう

着
ちゃく

や自
じ

粛
しゅく

制
せい

限
げん

に伴
ともな

う閉
へい

鎖
さ

的
てき

状
じょう

況
きょう

の中
なか

で知
ち

的
てき

障
しょう

がい者
しゃ

は、大
おお

きなストレ

スを抱
かか

えて自
じ

傷
しょう

や他
た

傷
しょう

行
こう

為
い

等
とう

を起
お

こやすくなっています。コロナ危
き

機
き

によってテレワー

クや飲
いん

食
しょく

の宅
たく

配
はい

が増
ふ

えているようですが、自
じ

宅
たく

にこもる生
せい

活
かつ

が固
こ

定
てい

化
か

される状
じょう

況
きょう

はど

うかと思
おも

います。 

 

障
しょう

がい者
しゃ

施
し

設
せつ

でも感
かん

染
せん

者
しゃ

を出
だ

さないために、閉
へい

鎖
さ

状
じょう

況
きょう

がより一
いっ

層
そう

強
つよ

まっています。

施
し

設
せつ

入
にゅう

所
しょ

者
しゃ

は個
こ

人
じん

外
がい

出
しゅつ

や面
めん

会
かい

なども中
ちゅう

止
し

され、ただでさえ少
すく

ない外
がい

出
しゅつ

の機
き

会
かい

が奪
うば

われ、

外
そと

との交
こう

流
りゅう

がほとんどできない状
じょう

況
きょう

があります。 

地
ち

域
いき

で生
せい

活
かつ

する当
とう

事
じ

者
しゃ

にとって、外
がい

出
しゅつ

自
じ

粛
しゅく

は一
いち

時
じ

的
てき

なもので解
かい

除
じょ

されれば、普
ふ

段
だん

どお

りの生
せい

活
かつ

に戻
もど

ることができます。長
なが

年
ねん

施
し

設
せつ

で暮
く

らさざるをえない施
し

設
せつ

入
にゅう

居
きょ

者
しゃ

とは、全
まった

く

状
じょう

況
きょう

が異
こと

なります。 



 このようにコロナ禍
か

が障
しょう

がい者
しゃ

にもたらす影
えい

響
きょう

は大
おお

きく、さらにコロナ後
ご

の社
しゃ

会
かい

は、

障
しょう

がい者
しゃ

にとってより厳
きび

しい社
しゃ

会
かい

が予
よ

想
そう

されます。こうしたなかで、障
しょう

がい者
しゃ

は健
けん

常
じょう

者
しゃ

を巻
ま

き込
こ

みながら、これまで築
きず

いてきた基
き

盤
ばん

を守
まも

り、より豊
ゆた

かな生
せい

活
かつ

を実
じつ

現
げん

させていか

なければなりません。 

新
しん

型
がた

コロナウイルスの一
いっ

刻
こく

も早
はや

い完
かん

全
ぜん

終
しゅう

息
そく

を願
ねが

い、仲
なか

間
ま

同
どう

士
し

励
はげ

ましあいながら乗
の

り越
こ

えていきましょう。 

 

 

“いつもと違
ちが

う”がしんどい 
コロナの影

えい

響
きょう

で、いつもの日
にち

常
じょう

がすべて崩
くず

れてしまい、しんどくなっている障
しょう

害
がい

者
しゃ

の方
かた

たちがいる。誰
だれ

だってしんどい状
じょう

況
きょう

の中
なか

、それぞれ我
が

慢
まん

したり、工
く

夫
ふう

したりと、何
なん

とか慣
な

れようと乗
の

り切
き

っているが、障
しょう

害
がい

特
とく

性
せい

上
じょう

臨
りん

機
き

応
おう

変
へん

な対
たい

応
おう

が苦
にが

手
て

な障
しょう

害
がい

者
しゃ

がいる。 

＊バスや電
でん

車
しゃ

に乗
の

って外
がい

出
しゅつ

ができず、家
いえ

で過
す

ごす時
じ

間
かん

が長
なが

くなった。 

＊日
にっ

中
ちゅう

活
かつ

動
どう

がいつもと違
ちが

う。いつもいる人
ひと

がいない。 

＊みんなマスクを着
つ

けていて表
ひょう

情
じょう

がみえない。などなど。 

いつもと違
ちが

う環
かん

境
きょう

・・・ 

気
き

持
も

ちの行
ゆ

き場
ば

がなくなってしまい、他
た

害
がい

やパニックにつながってしまっている。 

人
ひと

への執
しゅう

着
ちゃく

が強
つよ

くなったり、食
た

べ物
もの

、飲
の

み物
もの

が見
み

えてしまうと、止
と

められなくなってし

まったり、外
がい

出
しゅつ

したい欲
よっ

求
きゅう

が増
ふ

えたり、家
いえ

を飛
と

び出
だ

してしまったり。そんな中
なか

、更
さら

に

新
あたら

しいヘルパーさんの研
けん

修
しゅう

があったり。 

「いつもと違
ちが

う環
かん

境
きょう

がしんどいねん！」 と叫
さけ

びたい気
き

持
も

ちだと思
おも

う。 

 

支
し

援
えん

者
しゃ

側
がわ

としては、原
げん

因
いん

を追
つい

究
きゅう

して、情
じょう

報
ほう

を共
きょう

有
ゆう

して役
やく

割
わり

分
ぶん

担
たん

しながら、統
とう

一
いつ

した

対
たい

応
おう

ができるように日
ひ

々
び

奮
ふん

闘
とう

している。 

早
はや

く“いつもと同
おな

じ日
ひ

々
び

”が来
き

て、だれもが安
あん

心
しん

、安
あん

定
てい

した暮
く

らしができる事
こと

を願
ねが

ってい

る。 



あなたは知
し

っていますか？ 

コロナで命
いのち

の選
せん

別
べつ

が、始
はじ

まったことを！ 

 

新
しん

型
がた

コロナウィルスの世
せ

界
かい

的
てき

な大
だい

流
りゅう

行
こう

で、恐
きょう

怖
ふ

と不
ふ

安
あん

でいっぱいの世
よ

の中
なか

になってし

まいました。政
せい

府
ふ

の緊
きん

急
きゅう

事
じ

態
たい

宣
せん

言
げん

や三
さん

密
みつ

「密
みっ

閉
ぺい

、密
みっ

集
しゅう

、密
みっ

接
せつ

」を避
さ

ける生
せい

活
かつ

は、社
しゃ

会
かい

の在
あ

り方
かた

や文
ぶん

化
か

などを根
こん

底
てい

から変
か

えて、新
あたら

しい生
せい

活
かつ

様
よう

式
しき

や文
ぶん

化
か

を作
つく

り直
なお

していなければならな

くなりました。 

こんな非
ひ

情
じょう

なコロナウィルスですが、いろんな気
き

付
づ

きを人
にん

間
げん

に与
あた

えてくれたと思
おも

います。

お家
うち

時
じ

間
かん

で外
がい

出
しゅつ

ができない生
せい

活
かつ

で、時
じ

間
かん

がたっぷりできたので、これまでできなかったこ

とに取
と

り組
く

んだり、新
あたら

しい楽
たの

しみ方
かた

が生
う

まれてきました。そして、何
なに

より生
い

きているとい

うことや命
いのち

の大
たい

切
せつ

さを教
おし

えてくれたと思
おも

います。   

コロナ禍
か

の中
なか

で、医
い

療
りょう

関
かん

係
けい

者
しゃ

や介
かい

護
ご

従
じゅう

業
ぎょう

者
しゃ

の仕
し

事
ごと

が自
みずか

ら感
かん

染
せん

の可
か

能
のう

性
せい

があるにもか

かわらず「いのちを守
まも

る仕
し

事
ごと

」として注
ちゅう

目
もく

を集
あつ

めています。普
ふ

段
だん

から社
しゃ

会
かい

にとって介
かい

護
ご

の

仕
し

事
ごと

をもっと重
じゅう

視
し

させていかなければならないと思
おも

います 

また、入
にゅう

院
いん

ベッドや人
じん

口
こう

呼
こ

吸
きゅう

器
き

等
とう

の不
ふ

足
そく

から誰
だれ

を入
にゅう

院
いん

させ、誰
だれ

に人
じん

工
こう

呼
こ

吸
きゅう

器
き

を装
そう

着
ちゃく

させるのかの「いのちの選
せん

別
べつ

」が行
おこな

われ始
はじ

めています。欧
おう

米
べい

では既
すで

に、心
しん

身
しん

に障
しょう

害
がい

のあ

る人
ひと

、持
じ

病
びょう

をかかえている人
ひと

、高
こう

齢
れい

者
しゃ

などの救
きゅう

命
めい

治
ち

療
りょう

は後
あと

回
まわ

しにされ、死
し

に至
いた

っている

現
げん

状
じょう

が報
ほう

じられています。これは、命
いのち

に優
ゆう

劣
れつ

をつけてよいという優
ゆう

生
せい

思
し

想
そう

そのものです。 

 

4年
ねん

前
まえ

の２０１６年
ねん

7月
がつ

２６日
にち

に、相
さ

模
がみ

原
はら

市
し

の入
にゅう

所
しょ

施
し

設
せつ

「津
つ

久
く

井
い

やまゆり園
えん

」で起
お

こった、

重
じゅう

度
ど

障
しょう

害
がい

者
しゃ

が１９名
めい

も殺
さつ

害
がい

された事
じ

件
けん

は、命
いのち

に優
ゆう

劣
れつ

をつけて、「障
しょう

害
がい

者
しゃ

は生
い

きていても

仕
し

方
かた

がない」という優
ゆう

生
せい

思
し

想
そう

によるものでした。このような優
ゆう

生
せい

思
し

想
そう

が、パンデミックや

戦
せん

争
そう

など社
しゃ

会
かい

的
てき

な危
き

機
き

状
じょう

態
たい

のなかで顕
けん

在
ざい

化
か

するのではないでしょうか。 

日
に

本
ほん

には、過
か

去
こ

に戦
せん

争
そう

という名
な

のもとに国
こく

民
みん

が一
いち

丸
がん

となって命
いのち

や生
せい

活
かつ

を捧
ささ

げてしまった

苦
にが

い経
けい

験
けん

があったはずです。私
わたし

たちは、どんな非
ひ

常
じょう

時
じ

や困
こん

難
なん

な時
じ

代
だい

でも、生
い

きる権
けん

利
り

を

すべての人
ひと

に平
びょう

等
どう

に保
ほ

障
しょう

できる社
しゃ

会
かい

作
づく

りを目
め

指
ざ

していくべきだと思
おも

います。 


